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再発見！！

　化学肥料・農薬を低減し経営向上を目指す第
二回「栽培技術・経営力向上研修会」（曽爾村
農林業公社・奈良県中央卸売市場オーガニック
流通推進協議会主催）が、８月２３日に開かれ、
葉物野菜を慣行栽培・有機栽培で育てる生産者
の圃場をそれぞれ訪問し比較検討したほか、屋
内で土作りについて学びました。村内の生産者

１６名や東部農林、農協などの関
係者が参加しました。

そ に

山下竜一郎さん圃場（有機栽培）

令和3年度決算

議会だより

むらの話題
保育園、図書館だより、小中学校 ほか

お知らせ
MIND TRAIL MUSIC SONI、新型コロナワクチン接種関連
のお知らせ、ふるさと納税の使い道、善意寄附金の使い道に
ついて、［既存木造住宅耐震診断及び改修事業実施者、農地
を貸したい方借りたい方、自衛官等］の募集、［明日香養護学
校体験学習、ハローワークしょうがいしゃ就職面接会、患者等
搬送乗務員定期講習、休日・夜間労働相談会の開催］のご案
内 ほか

みんなの広場
ほけん事業予定表 ほか

田合松夫さん圃場（慣行栽培）
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令和3年度決算令和3年度決算
　令和３年度決算が８月の決算監査を経て、９月の村議会定例会で認定されました。
　一般会計決算では、翌年度へ繰り越す財源を差し引いた実質収支が１億322万円の黒字となりました。

一般会計

自主
財源（

16.1％）

依存財源
（8

3.9
％
）

【各会計決算（総額）】
実質収支会　計　名 歳　　入 歳　　出 翌年度繰越財源

国民健康保険(事業勘定)
国民健康保険(直診勘定)
簡 易 水 道 事 業
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療

1億322万円
729万円

▲ 1,520万円
735万円
2,697万円

2万円
1億2,965万円

2,021万円
－ 　　  
－ 　　
380万円
－ 　　  
－ 　　

2,401万円

24億1,384万円
2億6,461万円
1億2,918万円
1億4,109万円
2億9,410万円
3,172万円

32億7,454万円

25億3,727万円
2億7,190万円
1億1,398万円
1億5,224万円
3億2,107万円
3,174万円

34億2,820万円

一 般 会 計

全会計総額

特
別
会
計

歳入
25億3,727万円

歳出
24億1,384万円

地方交付税
13億2,802万円
（52.3％）

普通建設事業費
3億8,500万円
（16.0％）

積立金
2億9,929万円
（12.4％）

繰出金
1億8,156万円
（7.5％）

人件費
4億5,257万円
（18.8％）

物件費
4億1,280万円
（17.1％）

公債費
2億3,245万円
（9.6％）

補助費等
2億6,151万円
（10.8％）

村債
3億2,756万円
（12.9％）

国庫支出金
2億9,563万円
（11.6％）

県支出金
9,851万円（3.9％）

繰入金
6,119万円（2.4％）

その他　7,870万円（3.2％）
地方譲与税　　　　　 3,766万円
地方消費税交付金　　 3,252万円
環境性能割交付金　　　 246万円
地方特例交付金　　　　 210万円

株式等譲渡所得割交付金 156万円
配当割交付金　　　　　 137万円
法人事業税交付金　　　　93万円
利子割交付金　　　　　　10万円

その他　1,778万円（0.7％）
使用料及び手数料　1,008万円
分担金及び負担金　   562万円
財産収入　　　　　　208万円

扶助費
1億3,317万円（5.5％）

寄附金
5,790万円（2.3％）

災害復旧費
4,473万円（1.8％）

維持補修費
1,076万円（0.5％）

村税
1億893万円（4.3％）

繰越金
1億944万円（4.3％）
繰越金
1億944万円（4.3％）

諸収入
5,361万円（2.1％）
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一般会計歳出の目的別内訳

【財産の状況】
財産の種類 令和3年度末現在高

土 　 　 地
建 　 　 物
山 　 　 林
有 価 証 券
出資による権利
債 　 　 権
基 　 　 金

3,739,617㎡
34,203㎡

3,195,918㎡
54万円

7,542万円
350万円

22億8,849万円

【基金の内訳】

【主な普通建設事業】

基金の種類会計 令和3年度末現在高
財政調整基金
公共施設整備基金
ふるさと元気推進基金
地域振興基金
ふるさと創生事業基金
減債基金
森林環境整備基金
ふるさと水と土保全基金
観光施設等整備基金
安全安心の村づくり基金
国民健康保険財政調整基金
簡易水道事業財政調整基金
介護給付費準備基金

○曽爾高原ファームガーデン(１期)修繕事業
○村道屏風線等舗装補修事業（繰越含）
○曽爾高原公衆無線ＬＡＮ環境整備事業
○庁舎屋上防水事業
○橋りょう長寿命化事業
○曽爾高原渋滞緩和対策事業
○新規就農者等試験栽培ハウス整備事業

一般

国保
簡水
介護

8億5,942万円
6億6,726万円
2億4,399万円
1億4,473万円
1億2,854万円
8,784万円
2,559万円
1,029万円
209万円
30万円

6,685万円
4,058万円
1,101万円

1億1,860万円
5,479万円
3,651万円
2,680万円
1,830万円
1,596万円
1,181万円

総務費
7億9,446万円
（32.9％）

公債費
2億3,475万円
（9.7％）

民生費
3億4,837万円
（14.4％）

土木費
1億7,502万円
（7.3％）

農林商工費
3億9,713万円
（16.5％）

衛生費
1億7,355万円
（7.2％）

衛生費
1億7,355万円
（7.2％）

教育費
1億2,084万円
（5.0％）

消防費　1億725万円（4.4％）
議会費　3,688万円（1.5％）

災害復旧費
2,559万円
（1.1％）

曽爾高原ファームガーデン修繕事業 村道屏風線（長野）舗装修繕事業

歳出
24億1,384万円

◎総務費………総務、選挙、企画、住民窓口、税徴収などにかかる費用
◎農林商工費…農林業振興、商工・観光振興などにかかる費用
◎民生費………住民福祉全般にかかる費用
◎公債費………村債（借金）返済にかかる費用
◎土木費………道路、住宅関係などにかかる費用
◎衛生費………保健衛生、ごみ処理などにかかる費用
◎教育費………小中学校運営、社会教育など教育全般にかかる費用
◎消防費………広域消防負担金や消防団運営などにかかる費用
◎議会費………議会運営にかかる費用
◎災害復旧費…災害復旧にかかる費用
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　この財政指標（健全化判断比率及び資金不足比率）とは、住民に向けて財政状況を公表するために設定さ
れた全国統一の指標で、村議会への報告も義務づけられており、指標によっては財政上の制約や健全化計画
を策定・実行する必要があります。
　本村の数値は、どの財政指標においても早期健全化基準（イエローカード）を下回り、財政は健全である
といえます。引き続き、財源の確保を図るとともに、行財政改革に積極的に取り組み、健全な財政運営に努
めてまいります。

健全化判断比率 及び 資金不足比率

【主な新型コロナウイルス感染症対策に関する事業】

指　標　名種類

公営
企業

指標の概要 曽爾村の決算数値
早期健全化基準（イエローカード）・財政再生基準（レッドカード）

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率
簡易水道特別会計における事業の
規模に対する資金の不足の比率

標準財政規模に対する負担すべき
将来の債務の比率

標準財政規模に対する当該年度借
入金の返済額の比率で3ヶ年平均値

標準財政規模に対する全会計の
赤字額の比率

標準財政規模に対する一般会計の
赤字額の比率

健
全
化
判
断
比
率

イエローカード

レッドカード

15％

20％
▲ 7.45%

▲ 9.36%

5.3%

▲ 69.3%

0.0%
不
足
な
し

黒
字

黒
字

ク
リ
ア

黒
字

判定

イエローカード

レッドカード

20％

30％

イエローカード

レッドカード

25％

35％

イエローカード 350％

イエローカード 20％

※曽爾村ホームページにて公開しています。

　
令
和
４
年
第
３
回
曽
爾
村
議
会

定
例
会
は
、
９
月
12
日
か
ら
同
月

20
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
、
20
日
に
閉
会
し
ま
し
た

○
令
和
３
年
度
財
政
健
全
化
判
断

比
率
の
報
告
に
つ
い
て

□
令
和
３
年
度
曽
爾
村
歳
入
歳
出

決
算
５
会
計
（一般
会
計
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
、
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保
険

特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
）の
認
定
。

 

・
松
本
喬
監
査
委
員
の
監
査
報
告

の
後
、
議
会
常
任
委
員
会
（
予

算
決
算
委
員
会
大
向
實
委
員

長
）
に
審
査
が
付
託
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

□
曾
爾
村一時
保
育
の
実
施
に
関
す

る
条
例
の
制
定

 

・
地
方
自
治
法
第
２
２
８
条
の
規

定
に
基
づ
き
、一時
保
育
の
保
育

料
等
に
関
す
る
内
容
を
定
め
る
も

の
で
、
定
例
会
２
日
目
に
、
８
番

木
治
正
人
議
員
よ
り
、
修
正
動

議
が
提
出
さ
れ
、一時
保
育
対
象

者
を
拡
充
す
る
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

□
曾
爾
村
印
鑑
登
録
及
び
証
明
に

関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

 

・「
成
年
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限

に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
整
備
に
関
す
る

法
律
」
の
施
行
に
よ
り
、
成
年
後

見
人
に
係
る
欠
格
条
項
等
が
見

直
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曾
爾
村
議
会
議
員
及
び
曾
爾
村

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

 

・「
公
職
選
挙
法
施
行
令
の一
部
を

改
正
す
る
政
令
」
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
選
挙
運
動
用
自

動
車
、
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
及
び

ポ
ス
タ
ー
の
公
費
負
担
額
の
単
価

に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

□
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

 

・ 

人
事
院
規
則
の
改
正
に
伴
い
、

「
妊
娠
・
出
産
・
育
児
等
と
仕
事

の
両
立
支
援
の
た
め
に
講
じ
る
措

置
」
と
し
て
、
育
児
休
業
の
取
得

回
数
制
限
の
緩
和
、
育
児
参
加

の
た
め
の
休
暇
の
対
象
期
間
の
拡

大
等
の
措
置
を
講
ず
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曾
爾
村
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手

当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

 

・
時
間
外
勤
務
報
酬
に
お
い
て一般

職
員
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曾
爾
村
保
育
所
等
の
保
育
料
の

徴
収
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

 

・
地
方
自
治
法
第
２
２
８
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
延
長
保
育
料
等

に
関
す
る
内
容
を
定
め
る
も
の
で

す
。

□
令
和
４
年
度
曽
爾
村一般
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

 

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
２
１
，２
５
５
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
２
，７
７
３
，

８
７
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
主
な
内
容
は
、
特
定
個
人
情

報
取
扱
点
検
監
査
業
務
２
，４
２

０
千
円
、
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
カ
ッ
テ

地
域
支
援
員
の
雇
用
及
び
調
査

研
究
費
３
，６
５
８
千
円
、
移
住

事
業
に
関
わ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
募
集
及
び
雇
用
経
費
１
，３

７
０
千
円
、（
仮
称
）
地
域
総
合

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
２
，４
３
３

千
円
、ケ
ア
ハ
ウ
ス
改
修
事
業
２
，

９
９
８
千
円
、
農
業
用
施
設
整

備
補
助
金
３
，０
０
０
千
円
、
村

道
維
持
修
繕
工
事
設
計
業
務
委

託
料
２
，３
９
８
千
円
の
増
額
な

ど
で
す
。

□
令
和
４
年
度
曽
爾
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

 

・
既
定
の
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
６

５
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
５
６
，７
９
９
千
円

と
す
る
も
の
、
ま
た
既
定
の
直
営

診
療
施
設
勘
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
，４

３
１
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
２
，８
１
３
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
主
な
内
容
は
、事
業
勘
定
で
は
、

国
保
標
準
シ
ス
テ
ム
の
改
修
経
費

の
追
加
、
直
診
勘
定
で
は
、
消

防
設
備
の
修
繕
経
費
の
追
加
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
認
証
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ

ム
の
導
入
費
の
追
加
で
す
。

□
令
和
４
年
度
曽
爾
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

 

・
規
定
の
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
，

９
０
１
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ 

３
３
３
，５
０
１

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
主
な
内
容
は
、
令
和
３
年
度

の
精
算
に
伴
う
支
払
基
金
交
付

金
返
還
金
の
増
額
補
正
で
す
。

□
曽
爾
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

市
町
村
計
画
書
の
変
更

 

・
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支

援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
８

条
第
10
項
の
規
定
に
よ
り
準
用

さ
れ
る
同
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
、
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
、
そ

の
内
容
は
、「
お
試
し
住
宅
運
営

事
業
」
及
び「
伊
勢
本
街
道
史
跡

等
保
存
活
用
事
業
」を
追
加
す
る

も
の
で
す
。

□「（
仮
称
）曽
爾
村
地
域
総
合
セ
ン

タ
ー
第
２
期
改
修
工
事
」

 

・
契
約
金
額
の
変
更　

　
１
２
，４
６
３
，０
０
０
円
増
額

　
（
変
更
後
の
契
約
金
額
）　　
　

２
２
９
，１
６
３
，０
０
０
円

 

・
竣
工
期
日
の
変
更

　
令
和
５
年
１
月
31
日
を

　
令
和
５
年
３
月
20
日
に
改
め
る
。

 

・
受
注
者　
（
仮
称
）
曽
爾
村
地
域

総
合
セ
ン
タ
ー
第
２
期
改
修
工
事 

松
塚
・
小
田
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体

 

・
曽
爾
村
山
粕　
尾
上
清
男 

氏

 

・
曽
爾
村
小
長
尾　
大
向
美
保 

氏

　
４
名
の
議
員
か
ら
４
つ
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
質
問
の
主
題
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
発
言
順
）

７
番　
坂
井
英
治 

議
員

　
①
合
併
浄
化
槽
の
修
繕
に
対
す
る

　
補
助
制
度
化
に
つ
い
て

３
番　
大
向　
實 

議
員

　
①
地
籍
調
査
に
伴
う
公
共
施
設

　
用
地
の
公
有
地
化
に
つ
い
て

６
番　
松
本　
喬 

議
員

　
①
お
試
し
住
宅
運
営
事
業
に
つ

　
い
て

８
番　
木
治
正
人 

議
員

　
①「
曽
爾
の
獅
子
舞
」
保
存
継
承

　
に
つ
い
て

　
詳
細
は
次
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

◎
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
議
長

か
ら
諮
問
の
あ
っ
た
議
員
定
数

及
び
議
員
報
酬
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
計
８
回
の
検
討
会
を
経

て
最
終
報
告
を
ま
と
め
、
９
月

20
日
に
議
長
に
対
し
答
申
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　
　
答
申
書
の
詳
細
及
び
検
討
結

果
は
次
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

感染症対策事業
　○健康管理システム導入事業（繰越）
　○新型コロナウイルス対策備蓄品購入事業
経済対策事業
　○地域振興券事業
　○プレミアム商品券事業
　○リビングシフト促進事業（繰越）

1,452万円
718万円

2,818万円
2,661万円
2,120万円 （地域振興券）



5 広報　曽爾　令和4年10月号

議会だより
　
令
和
４
年
第
３
回
曽
爾
村
議
会

定
例
会
は
、
９
月
12
日
か
ら
同
月

20
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
、
20
日
に
閉
会
し
ま
し
た

○
令
和
３
年
度
財
政
健
全
化
判
断

比
率
の
報
告
に
つ
い
て

□
令
和
３
年
度
曽
爾
村
歳
入
歳
出

決
算
５
会
計
（一般
会
計
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
、
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保
険

特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
）の
認
定
。

 

・
松
本
喬
監
査
委
員
の
監
査
報
告

の
後
、
議
会
常
任
委
員
会
（
予

算
決
算
委
員
会
大
向
實
委
員

長
）
に
審
査
が
付
託
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

□
曾
爾
村一時
保
育
の
実
施
に
関
す

る
条
例
の
制
定

 

・
地
方
自
治
法
第
２
２
８
条
の
規

定
に
基
づ
き
、一時
保
育
の
保
育

料
等
に
関
す
る
内
容
を
定
め
る
も

の
で
、
定
例
会
２
日
目
に
、
８
番

木
治
正
人
議
員
よ
り
、
修
正
動

議
が
提
出
さ
れ
、一時
保
育
対
象

者
を
拡
充
す
る
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

□
曾
爾
村
印
鑑
登
録
及
び
証
明
に

関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

 

・「
成
年
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限

に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
整
備
に
関
す
る

法
律
」
の
施
行
に
よ
り
、
成
年
後

見
人
に
係
る
欠
格
条
項
等
が
見

直
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曾
爾
村
議
会
議
員
及
び
曾
爾
村

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

 

・「
公
職
選
挙
法
施
行
令
の一
部
を

改
正
す
る
政
令
」
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
選
挙
運
動
用
自

動
車
、
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
及
び

ポ
ス
タ
ー
の
公
費
負
担
額
の
単
価

に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

□
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

 

・ 

人
事
院
規
則
の
改
正
に
伴
い
、

「
妊
娠
・
出
産
・
育
児
等
と
仕
事

の
両
立
支
援
の
た
め
に
講
じ
る
措

置
」
と
し
て
、
育
児
休
業
の
取
得

回
数
制
限
の
緩
和
、
育
児
参
加

の
た
め
の
休
暇
の
対
象
期
間
の
拡

大
等
の
措
置
を
講
ず
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曾
爾
村
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手

当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

 

・
時
間
外
勤
務
報
酬
に
お
い
て一般

職
員
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曾
爾
村
保
育
所
等
の
保
育
料
の

徴
収
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

 

・
地
方
自
治
法
第
２
２
８
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
延
長
保
育
料
等

に
関
す
る
内
容
を
定
め
る
も
の
で

す
。

□
令
和
４
年
度
曽
爾
村一般
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

 

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
２
１
，２
５
５
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
２
，７
７
３
，

８
７
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
主
な
内
容
は
、
特
定
個
人
情

報
取
扱
点
検
監
査
業
務
２
，４
２

０
千
円
、
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
カ
ッ
テ

地
域
支
援
員
の
雇
用
及
び
調
査

研
究
費
３
，６
５
８
千
円
、
移
住

事
業
に
関
わ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
募
集
及
び
雇
用
経
費
１
，３

７
０
千
円
、（
仮
称
）
地
域
総
合

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
２
，４
３
３

千
円
、ケ
ア
ハ
ウ
ス
改
修
事
業
２
，

９
９
８
千
円
、
農
業
用
施
設
整

備
補
助
金
３
，０
０
０
千
円
、
村

道
維
持
修
繕
工
事
設
計
業
務
委

託
料
２
，３
９
８
千
円
の
増
額
な

ど
で
す
。

□
令
和
４
年
度
曽
爾
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

 

・
既
定
の
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
６

５
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
５
６
，７
９
９
千
円

と
す
る
も
の
、
ま
た
既
定
の
直
営

診
療
施
設
勘
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
，４

３
１
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
２
，８
１
３
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
主
な
内
容
は
、事
業
勘
定
で
は
、

国
保
標
準
シ
ス
テ
ム
の
改
修
経
費

の
追
加
、
直
診
勘
定
で
は
、
消

防
設
備
の
修
繕
経
費
の
追
加
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
認
証
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ

ム
の
導
入
費
の
追
加
で
す
。

□
令
和
４
年
度
曽
爾
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

 

・
規
定
の
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
，

９
０
１
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ 

３
３
３
，５
０
１

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
主
な
内
容
は
、
令
和
３
年
度

の
精
算
に
伴
う
支
払
基
金
交
付

金
返
還
金
の
増
額
補
正
で
す
。

□
曽
爾
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

市
町
村
計
画
書
の
変
更

 

・
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支

援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
８

条
第
10
項
の
規
定
に
よ
り
準
用

さ
れ
る
同
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
、
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
、
そ

の
内
容
は
、「
お
試
し
住
宅
運
営

事
業
」
及
び「
伊
勢
本
街
道
史
跡

等
保
存
活
用
事
業
」を
追
加
す
る

も
の
で
す
。

□「（
仮
称
）曽
爾
村
地
域
総
合
セ
ン

タ
ー
第
２
期
改
修
工
事
」

 

・
契
約
金
額
の
変
更　

　
１
２
，４
６
３
，０
０
０
円
増
額

　
（
変
更
後
の
契
約
金
額
）　　
　

２
２
９
，１
６
３
，０
０
０
円

 

・
竣
工
期
日
の
変
更

　
令
和
５
年
１
月
31
日
を

　
令
和
５
年
３
月
20
日
に
改
め
る
。

 

・
受
注
者　
（
仮
称
）
曽
爾
村
地
域

総
合
セ
ン
タ
ー
第
２
期
改
修
工
事 

松
塚
・
小
田
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体

 

・
曽
爾
村
山
粕　
尾
上
清
男 

氏

 

・
曽
爾
村
小
長
尾　
大
向
美
保 

氏

　
４
名
の
議
員
か
ら
４
つ
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
質
問
の
主
題
は
次
の

主
な
議
案
と
審
議
結
果

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

行
政
報
告

行
政
報
告

決
算
認
定

決
算
認
定

条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正

条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正

補
正
予
算

補
正
予
算

工
事
請
負
契
約
の
変
更

工
事
請
負
契
約
の
変
更

計
画
の
変
更

計
画
の
変
更

議
会
だ
よ
り

と
お
り
で
す
。（
発
言
順
）

７
番　
坂
井
英
治 

議
員

　
①
合
併
浄
化
槽
の
修
繕
に
対
す
る

　
補
助
制
度
化
に
つ
い
て

３
番　
大
向　
實 

議
員

　
①
地
籍
調
査
に
伴
う
公
共
施
設

　
用
地
の
公
有
地
化
に
つ
い
て

６
番　
松
本　
喬 

議
員

　
①
お
試
し
住
宅
運
営
事
業
に
つ

　
い
て

８
番　
木
治
正
人 

議
員

　
①「
曽
爾
の
獅
子
舞
」
保
存
継
承

　
に
つ
い
て

　
詳
細
は
次
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

◎
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
議
長

か
ら
諮
問
の
あ
っ
た
議
員
定
数

及
び
議
員
報
酬
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
計
８
回
の
検
討
会
を
経

て
最
終
報
告
を
ま
と
め
、
９
月

20
日
に
議
長
に
対
し
答
申
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　
　
答
申
書
の
詳
細
及
び
検
討
結

果
は
次
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

教
育
長
の
任
命
同
意

教
育
長
の
任
命
同
意

一
般
質
問

一
般
質
問

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意



6広報　曽爾　令和4年10月号

むらの話題

黄組（4歳児）赤組（3歳
児
）の
パ
ラ
バ
ル
ー
ン

黄組（4歳児）赤組（3歳
児
）の
パ
ラ
バ
ル
ー
ン

　
令
和
４
年
第
３
回
曽
爾
村
議
会

定
例
会
は
、
９
月
12
日
か
ら
同
月

20
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
、
20
日
に
閉
会
し
ま
し
た

○
令
和
３
年
度
財
政
健
全
化
判
断

比
率
の
報
告
に
つ
い
て

□
令
和
３
年
度
曽
爾
村
歳
入
歳
出

決
算
５
会
計
（一般
会
計
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
、
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保
険

特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
）の
認
定
。

 

・
松
本
喬
監
査
委
員
の
監
査
報
告

の
後
、
議
会
常
任
委
員
会
（
予

算
決
算
委
員
会
大
向
實
委
員

長
）
に
審
査
が
付
託
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

□
曾
爾
村一時
保
育
の
実
施
に
関
す

る
条
例
の
制
定

 

・
地
方
自
治
法
第
２
２
８
条
の
規

定
に
基
づ
き
、一時
保
育
の
保
育

料
等
に
関
す
る
内
容
を
定
め
る
も

の
で
、
定
例
会
２
日
目
に
、
８
番

木
治
正
人
議
員
よ
り
、
修
正
動

議
が
提
出
さ
れ
、一時
保
育
対
象

者
を
拡
充
す
る
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

□
曾
爾
村
印
鑑
登
録
及
び
証
明
に

関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

 

・「
成
年
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限

に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
整
備
に
関
す
る

法
律
」
の
施
行
に
よ
り
、
成
年
後

見
人
に
係
る
欠
格
条
項
等
が
見

直
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曾
爾
村
議
会
議
員
及
び
曾
爾
村

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

 

・「
公
職
選
挙
法
施
行
令
の一
部
を

改
正
す
る
政
令
」
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
選
挙
運
動
用
自

動
車
、
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
及
び

ポ
ス
タ
ー
の
公
費
負
担
額
の
単
価

に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

□
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

 

・ 

人
事
院
規
則
の
改
正
に
伴
い
、

「
妊
娠
・
出
産
・
育
児
等
と
仕
事

の
両
立
支
援
の
た
め
に
講
じ
る
措

置
」
と
し
て
、
育
児
休
業
の
取
得

回
数
制
限
の
緩
和
、
育
児
参
加

の
た
め
の
休
暇
の
対
象
期
間
の
拡

大
等
の
措
置
を
講
ず
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曾
爾
村
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手

当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

 

・
時
間
外
勤
務
報
酬
に
お
い
て一般

職
員
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曾
爾
村
保
育
所
等
の
保
育
料
の

徴
収
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

 

・
地
方
自
治
法
第
２
２
８
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
延
長
保
育
料
等

に
関
す
る
内
容
を
定
め
る
も
の
で

す
。

□
令
和
４
年
度
曽
爾
村一般
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

 

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
２
１
，２
５
５
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
２
，７
７
３
，

８
７
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
主
な
内
容
は
、
特
定
個
人
情

報
取
扱
点
検
監
査
業
務
２
，４
２

０
千
円
、
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
カ
ッ
テ

地
域
支
援
員
の
雇
用
及
び
調
査

研
究
費
３
，６
５
８
千
円
、
移
住

事
業
に
関
わ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
募
集
及
び
雇
用
経
費
１
，３

７
０
千
円
、（
仮
称
）
地
域
総
合

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
２
，４
３
３

千
円
、ケ
ア
ハ
ウ
ス
改
修
事
業
２
，

９
９
８
千
円
、
農
業
用
施
設
整

備
補
助
金
３
，０
０
０
千
円
、
村

道
維
持
修
繕
工
事
設
計
業
務
委

託
料
２
，３
９
８
千
円
の
増
額
な

ど
で
す
。

□
令
和
４
年
度
曽
爾
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

 

・
既
定
の
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
６

５
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
５
６
，７
９
９
千
円

と
す
る
も
の
、
ま
た
既
定
の
直
営

診
療
施
設
勘
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
，４

３
１
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
２
，８
１
３
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
主
な
内
容
は
、事
業
勘
定
で
は
、

国
保
標
準
シ
ス
テ
ム
の
改
修
経
費

の
追
加
、
直
診
勘
定
で
は
、
消

防
設
備
の
修
繕
経
費
の
追
加
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
認
証
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ

ム
の
導
入
費
の
追
加
で
す
。

□
令
和
４
年
度
曽
爾
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

 

・
規
定
の
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
，

９
０
１
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ 

３
３
３
，５
０
１

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
主
な
内
容
は
、
令
和
３
年
度

の
精
算
に
伴
う
支
払
基
金
交
付

金
返
還
金
の
増
額
補
正
で
す
。

□
曽
爾
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

市
町
村
計
画
書
の
変
更

 

・
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支

援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
８

条
第
10
項
の
規
定
に
よ
り
準
用

さ
れ
る
同
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
、
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
、
そ

の
内
容
は
、「
お
試
し
住
宅
運
営

事
業
」
及
び「
伊
勢
本
街
道
史
跡

等
保
存
活
用
事
業
」を
追
加
す
る

も
の
で
す
。

□「（
仮
称
）曽
爾
村
地
域
総
合
セ
ン

タ
ー
第
２
期
改
修
工
事
」

 

・
契
約
金
額
の
変
更　

　
１
２
，４
６
３
，０
０
０
円
増
額

　
（
変
更
後
の
契
約
金
額
）　　
　

２
２
９
，１
６
３
，０
０
０
円

 

・
竣
工
期
日
の
変
更

　
令
和
５
年
１
月
31
日
を

　
令
和
５
年
３
月
20
日
に
改
め
る
。

 

・
受
注
者　
（
仮
称
）
曽
爾
村
地
域

総
合
セ
ン
タ
ー
第
２
期
改
修
工
事 

松
塚
・
小
田
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体

 

・
曽
爾
村
山
粕　
尾
上
清
男 

氏

 

・
曽
爾
村
小
長
尾　
大
向
美
保 

氏

　
４
名
の
議
員
か
ら
４
つ
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
質
問
の
主
題
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
発
言
順
）

７
番　
坂
井
英
治 

議
員

　
①
合
併
浄
化
槽
の
修
繕
に
対
す
る

　
補
助
制
度
化
に
つ
い
て

３
番　
大
向　
實 
議
員

　
①
地
籍
調
査
に
伴
う
公
共
施
設

　
用
地
の
公
有
地
化
に
つ
い
て

６
番　
松
本　
喬 

議
員

　
①
お
試
し
住
宅
運
営
事
業
に
つ

　
い
て

８
番　
木
治
正
人 

議
員

　
①「
曽
爾
の
獅
子
舞
」
保
存
継
承

　
に
つ
い
て

　
詳
細
は
次
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

◎
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
議
長

か
ら
諮
問
の
あ
っ
た
議
員
定
数

及
び
議
員
報
酬
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
計
８
回
の
検
討
会
を
経

て
最
終
報
告
を
ま
と
め
、
９
月

20
日
に
議
長
に
対
し
答
申
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　
　
答
申
書
の
詳
細
及
び
検
討
結

果
は
次
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ひ
よこ組（0歳児）うさぎ組（1歳児）

きり
ん組
（

2歳
児
）の
運
動
遊
び

ひ
よこ組（0歳児）うさぎ組（1歳児）

きり
ん組
（

2歳
児
）の
運
動
遊
び

　９月１０日（土）曽爾小中学校体育館にて曽爾保育園運動会を行いました。保護者の方々の参
加のもと、子どもたちは練習の成果や普段の保育の様子などを見てもらうことができました。昨
年の運動会の我が子の姿と見比べながら、子どもの成長を感じてもらえた１日であったように思
います。

「第21回 曽爾保育園運動会」「第21回 曽爾保育園運動会」「第21回 曽爾保育園運動会」「第21回 曽爾保育園運動会」

青組（５
歳児）のフラフープ演技＆組み立て体操青組（５
歳児）のフラフープ演技＆組み立て体操

今年もそにっこ大相撲大会！！今年もそにっこ大相撲大会！！

議会運営委員長から議長へ答申書を提出



7 広報　曽爾　令和4年10月号

　
令
和
４
年
第
３
回
曽
爾
村
議
会

定
例
会
は
、
９
月
12
日
か
ら
同
月

20
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
か

れ
、
20
日
に
閉
会
し
ま
し
た

○
令
和
３
年
度
財
政
健
全
化
判
断

比
率
の
報
告
に
つ
い
て

□
令
和
３
年
度
曽
爾
村
歳
入
歳
出

決
算
５
会
計
（一般
会
計
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
、
簡
易
水

道
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保
険

特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
）の
認
定
。

 

・
松
本
喬
監
査
委
員
の
監
査
報
告

の
後
、
議
会
常
任
委
員
会
（
予

算
決
算
委
員
会
大
向
實
委
員

長
）
に
審
査
が
付
託
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

□
曾
爾
村一時
保
育
の
実
施
に
関
す

る
条
例
の
制
定

 

・
地
方
自
治
法
第
２
２
８
条
の
規

定
に
基
づ
き
、一時
保
育
の
保
育

料
等
に
関
す
る
内
容
を
定
め
る
も

の
で
、
定
例
会
２
日
目
に
、
８
番

木
治
正
人
議
員
よ
り
、
修
正
動

議
が
提
出
さ
れ
、一時
保
育
対
象

者
を
拡
充
す
る
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

□
曾
爾
村
印
鑑
登
録
及
び
証
明
に

関
す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

 

・「
成
年
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限

に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
整
備
に
関
す
る

法
律
」
の
施
行
に
よ
り
、
成
年
後

見
人
に
係
る
欠
格
条
項
等
が
見

直
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曾
爾
村
議
会
議
員
及
び
曾
爾
村

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

 

・「
公
職
選
挙
法
施
行
令
の一
部
を

改
正
す
る
政
令
」
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
選
挙
運
動
用
自

動
車
、
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
及
び

ポ
ス
タ
ー
の
公
費
負
担
額
の
単
価

に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

□
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

 

・ 

人
事
院
規
則
の
改
正
に
伴
い
、

「
妊
娠
・
出
産
・
育
児
等
と
仕
事

の
両
立
支
援
の
た
め
に
講
じ
る
措

置
」
と
し
て
、
育
児
休
業
の
取
得

回
数
制
限
の
緩
和
、
育
児
参
加

の
た
め
の
休
暇
の
対
象
期
間
の
拡

大
等
の
措
置
を
講
ず
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曾
爾
村
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手

当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

 

・
時
間
外
勤
務
報
酬
に
お
い
て一般

職
員
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

□
曾
爾
村
保
育
所
等
の
保
育
料
の

徴
収
に
関
す
る
条
例
の一部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

 

・
地
方
自
治
法
第
２
２
８
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
延
長
保
育
料
等

に
関
す
る
内
容
を
定
め
る
も
の
で

す
。

□
令
和
４
年
度
曽
爾
村一般
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

 

・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
２
１
，２
５
５
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
２
，７
７
３
，

８
７
１
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
主
な
内
容
は
、
特
定
個
人
情

報
取
扱
点
検
監
査
業
務
２
，４
２

０
千
円
、
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
カ
ッ
テ

地
域
支
援
員
の
雇
用
及
び
調
査

研
究
費
３
，６
５
８
千
円
、
移
住

事
業
に
関
わ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
募
集
及
び
雇
用
経
費
１
，３

７
０
千
円
、（
仮
称
）
地
域
総
合

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
２
，４
３
３

千
円
、ケ
ア
ハ
ウ
ス
改
修
事
業
２
，

９
９
８
千
円
、
農
業
用
施
設
整

備
補
助
金
３
，０
０
０
千
円
、
村

道
維
持
修
繕
工
事
設
計
業
務
委

託
料
２
，３
９
８
千
円
の
増
額
な

ど
で
す
。

□
令
和
４
年
度
曽
爾
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）

 

・
既
定
の
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
６

５
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
５
６
，７
９
９
千
円

と
す
る
も
の
、
ま
た
既
定
の
直
営

診
療
施
設
勘
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
，４

３
１
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
５
２
，８
１
３
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
主
な
内
容
は
、事
業
勘
定
で
は
、

国
保
標
準
シ
ス
テ
ム
の
改
修
経
費

の
追
加
、
直
診
勘
定
で
は
、
消

防
設
備
の
修
繕
経
費
の
追
加
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
認
証
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ

ム
の
導
入
費
の
追
加
で
す
。

□
令
和
４
年
度
曽
爾
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

 

・
規
定
の
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
１
，

９
０
１
千
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ 

３
３
３
，５
０
１

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
主
な
内
容
は
、
令
和
３
年
度

の
精
算
に
伴
う
支
払
基
金
交
付

金
返
還
金
の
増
額
補
正
で
す
。

□
曽
爾
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

市
町
村
計
画
書
の
変
更

 

・
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支

援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
８

条
第
10
項
の
規
定
に
よ
り
準
用

さ
れ
る
同
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
、
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
、
そ

の
内
容
は
、「
お
試
し
住
宅
運
営

事
業
」
及
び「
伊
勢
本
街
道
史
跡

等
保
存
活
用
事
業
」を
追
加
す
る

も
の
で
す
。

□「（
仮
称
）曽
爾
村
地
域
総
合
セ
ン

タ
ー
第
２
期
改
修
工
事
」

 

・
契
約
金
額
の
変
更　

　
１
２
，４
６
３
，０
０
０
円
増
額

　
（
変
更
後
の
契
約
金
額
）　　
　

２
２
９
，１
６
３
，０
０
０
円

 

・
竣
工
期
日
の
変
更

　
令
和
５
年
１
月
31
日
を

　
令
和
５
年
３
月
20
日
に
改
め
る
。

 

・
受
注
者　
（
仮
称
）
曽
爾
村
地
域

総
合
セ
ン
タ
ー
第
２
期
改
修
工
事 

松
塚
・
小
田
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体

 

・
曽
爾
村
山
粕　
尾
上
清
男 

氏

 

・
曽
爾
村
小
長
尾　
大
向
美
保 

氏

　
４
名
の
議
員
か
ら
４
つ
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。
質
問
の
主
題
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
発
言
順
）

７
番　
坂
井
英
治 

議
員

　
①
合
併
浄
化
槽
の
修
繕
に
対
す
る

　
補
助
制
度
化
に
つ
い
て

３
番　
大
向　
實 

議
員

　
①
地
籍
調
査
に
伴
う
公
共
施
設

　
用
地
の
公
有
地
化
に
つ
い
て

６
番　
松
本　
喬 

議
員

　
①
お
試
し
住
宅
運
営
事
業
に
つ

　
い
て

８
番　
木
治
正
人 

議
員

　
①「
曽
爾
の
獅
子
舞
」
保
存
継
承

　
に
つ
い
て

　
詳
細
は
次
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

◎
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
議
長

か
ら
諮
問
の
あ
っ
た
議
員
定
数

及
び
議
員
報
酬
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
計
８
回
の
検
討
会
を
経

て
最
終
報
告
を
ま
と
め
、
９
月

20
日
に
議
長
に
対
し
答
申
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　
　
答
申
書
の
詳
細
及
び
検
討
結

果
は
次
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
昔
の
ご
く
ま
き
の
様
子
】

　

田
合
一
三
さ
ん
か
ら
写
真
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昔
の
写
真
を
探
し
て
い
ま
す
。心
当
た
り
が
あ
れ
ば

曽
爾
村
教
育
委
員
会（
☎
０
７
４
５-

９
４-

２
１
０
４
）

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
写
真
は
返
却
い
た
し
ま
す
。

利
用
案
内

貸
出
冊
数

貸
出
期
間

3
冊
ま
で

本

2
週
間

2
点
ま
で

DVD

図書館だより
令和４年10月 村営図書館　カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

おはなし会

開館日

開館日

開館日

開館日

開館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日

休館日休館日

休館日

休館日

＊新型コロナウイルス感染状況等に
　より中止となる場合があります。

おはなし会のお知らせおはなし会のお知らせおはなし会のお知らせ
日時：10月19日（水） １０時～１１時
場所：曽爾村立曽爾保育園（遊戯室）
日時：10月19日（水） １０時～１１時
場所：曽爾村立曽爾保育園（遊戯室）

村営図書館 〒633-1214
曽爾村大字長野62番地　☎ 0745-94-2104 開館時間  午前9時～午後5時　 開館日  日曜日

○チョコレート戦争
○60歳すぎたらやめて幸せになれる１００のこと
○老の福袋
○香君（上）西から来た少女
○香君（下）遙かな道
○マスカレード・ゲーム
○７０歳からの老けない生き方

その他
・ブラックボックス
・老の品格・蝶々喃々
・70歳が老化の分かれ道
・幸村を討て
 　　　など全部で26冊

曽爾村  懐かしの風景曽爾村  懐かしの風景

リクエスト本が入荷しました
リクエスト本が入荷しました

ぜひ
お越し下さい。
お待ちして
おります。
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曽爾小中学校曽爾小中学校曽爾小中学校

　２学期が始まってすぐの８月29日（月）午後、30日（火）午前に、曽爾小中学校で奈良教育大学と
の連携事業である「サマー
スクール2022 in曽爾」を実
施しました。奈良教育大学
理数教育研究センターの学
生のみなさんや先生方によ
る理科・数学（算数）の授業
が行われました。普段の授
業では学べない特別な授業
に児童生徒は興味をもち、
しっかり考えながら前向き
に取り組んでいました。

〈授業内容〉
８月29日（月） 　１・２年　虫とり
　　　　　　　　３～６年　曽爾川の水質と生き物を調べよう
　　　　　　　　７～９年　マサイ族の目のよさはどれくらい？
　　　　　　　　　　　　　　　化学反応で鏡をつくってみよう
８月30日（火）　　３～６年　The power of air
　　　　　　　　　　　　　　　名探偵になろう！
　　　　　　　　７～９年　マサイ族の目のよさはどれくらい？
　　　　　　　　　　　　　　　化学反応で鏡をつくってみよう

サマースクール 2022 in 曽爾
8月

29日（月）・30日（火）

開校式

閉校式

レクリエーション

曽爾川の水質と生き物を調べよう虫とり

化学反応で鏡をつくってみよう曽爾川の水質と生き物を調べよう

化学反応で鏡をつくってみよう



9 広報　曽爾　令和4年10月号

授業を受けた子どもたちの感想から

✎優しくていねいに教えてくれてよかったです。
✎学校の授業ではあまり習ったことを実践することがないので、サマースクールは楽しみ
で、来年もお願いします。

✎学校の授業ではしないことをたくさん学びました。
✎レクリエーションをはじめ、大学生の方とたくさんお話ができて、すごく楽しい２日間
になりました。

✎疑問に思うことは考えて、考えて、それでもわからないときは学生のみなさんが一緒に
なって、理解できるところまでよりそってくれて、本当に楽しい2日間でした。

✎視力８~10は想像がつかないから、実際に運動場で長さを測って体験できたのでわかり
やすかったし、いい経験ができました。

マサイ族の目のよさはどれくらい？

The power of air

名探偵になろう！

留学生によるマレーシアの紹介 留学生によるフィリピンの紹介
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「M
IND
 TR
AIL MUSIC SONI」を開催

します
！

「M
IND
 TR
AIL MUSIC SONI」を開催

します
！

「M
IND
 TR
AIL MUSIC SONI」を開催

します
！

開催日時：令和４年10月22日（土） 17：30~19：30
会　　場：屏風岩公苑
入 場 料：無料

　昨年に引き続き今年も「MIND TRAIL 奥大和 心のなかの美術館」コンサートを開催します。
膨大なエネルギーをはらんだ曽爾村の屏風岩公苑で、関西で活躍するkafka氏によるオーディ
オビジュアルライブになります。
その他詳細な情報はウェブサイトをご覧ください。
https://mindtrail.okuyamato.jp
※QRコードを読み取ってウェブサイトにいけます。

　お問い合わせ先：
奥大和地域誘客促進事業実行委員会事務局（奈良県 奥大和移住・交流推進室内）　☎ 0744-48-3016

曽爾村役場 企画課　☎ 0745-94-2116

運動びより運動びより vol.7

保健福祉課 保健師

●運動を継続する秘訣について
　「やろう！」と決めたときは、モチベーションも上がっているのですが、毎日の生活に追われついつ
い明日やろうと後回しになったり、天候や体調、生活環境の変化などで中断してしまった経験は、
ほとんどの方にあるのではないでしょうか。
　運動を継続する秘訣というほどではありませんが、ちょっとした工夫をお伝えします。
①誰かと一緒に実施すること
　これは、誰かと一緒に実施することによって、楽しさだけではなく「迷惑がかかるから休めな
い」といった責任感も生じることで継続につながりやすくなります。

②決まった時間帯に実施すること
　「10時になったからウォーキング」「夕食後に筋トレ」など生活の一部に組み込むことで習慣
化しやすくなります。

③運動を見える化すること
　日々 の歩数や実施状況などの記録をカレンダーに残すこと
　そのほかにも、目標やごほうびを用意する、まわりの人に宣言するなども有効かもしれません。

さて･･･
　4月の運動びよりvol.1で保健師３人が宣言した１年間の目標について、経過報告をします。
〈椿根〉「そういえば、徒歩や自転車で通勤する姿を見かけなくなったなぁ」と、皆さんにはバレ

ているかもしれませんが、夏の暑さと雨のせいにしてできない日が続いています。朝・夕、
私を見かけた方は、温かい励ましのお言葉をお願いします。

〈小枩〉7月までは週３回以上の筋トレやウォーキングを実践できていましたが、できない日が数
日続いてそのまま休止中です（涙）。あと半年、体重３㎏減を目指して頑張ります！！

〈辻本〉休憩時間にウォーキングすることを目標にしていましたが、５月頃から動画を見ながらエ
クササイズをするようになり中断。7月までは続けていましたが、できない日が続き、やる
気も下がってしまい、何もしないまま今日を迎えています･･･。エクササイズをやめた途
端に筋肉量も減ったので、再開して来年の３月には増やせるように頑張ります！

お知らせ

※屏風岩公苑バス駐車場より
　ご来場ください。
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●オミクロン株に対応した2価ワクチンの接種が開始されます
曽爾村では、10月以降の追加接種(３回目以降)はオミクロン株対応ワクチンを使用します。 
・対象者について
初回接種（１、２回目）を終えた12歳以上のすべての方が対象です。
※４回目接種を終えた方は、４回目接種日から
　５ヵ月経過後に接種可能です。

・接種日程
10月29日（土）
11月 ２日（水）
11月22日（火）
11月23日（水・祝） 

・接種場所
曽爾村大字伊賀見43番地の１
『曽爾村国民健康保険診療所』
・接種費用
全額公費で行うため、接種費用は無料です。

・接種券の発行及び案内通知について

※それぞれの接種時期により、案内通知が上記の通りでない場合があります。
※以前に送付している接種券を紛失された方は、保健福祉課までご連絡ください。

・申込み
案内通知に同封しているはがきでお申し込み下さい。

●初回接種（１、２回目）について
従来型ワクチンでの接種になります。
接種をご希望の方は、令和４年10月14日までに保健福祉課にお申し込み下さい。
●転入されてきた方で新型コロナワクチン接種を希望される方は、保健福祉課までご連絡ください
●転出される方は、転出先の市区町村で新たに接種券及び予診票の発行手続きを行ってください
※転出後は、曽爾村で発行された接種券一体型予診票での接種はできません。
●その他
・ワクチンを受けるにはご本人の同意が必要です
ワクチン接種は強制ではありません。職場や周りの方などに接種を強制したり、接種を受けていない人
に対して差別的な対応をすることはあってはなりません。

・予防接種健康被害救済制度があります
予防接種では健康被害（病気になったり障害が残ったりすること）が起こることがあります。極めてま
れではあるものの、なくすことはできないことから、救済制度（医療費・障害年金等の給付）が設けら
れています。

ワクチン全般に関する問い合せ　厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0120-761770（フリーダイヤル）　受付時間９時～ 21時
その他予防接種全般に関すること　曽爾村役場 保健福祉課　☎ 0745-94-2103

厚労 コロナ ワクチン 検 索←
新型コロナワクチンの有効性・
安全性などの詳しい情報及び最
新情報については、厚生労働省
ホームページをご覧ください。

新型コロナワクチン接種関連のお知らせ

オミクロン株対応ワクチンとは･･･
・現在流行しているオミクロン株に対応
した成分が含まれ、従来型ワクチンを
上回る重症化予防効果とともに、持続
期間が短い可能性があるものの、感染
予防効果や発症予防効果も期待されて
います。

・オミクロン株と従来株の両方の成分を
含み、２種類の異なる抗原から得られ
る多様な免疫反応は、今後の変異株に
対しても有効である可能性がより高い
と期待されます。

初回接種すみ
(1、2回目接種)

３回目接種がまだ

４回目接種がまだ

４回目接種すみ

60歳以上の方、基礎疾患や医
療従事者等で申請により４回
目用の接種券を持っている方。

９月に案内通知のみ送付しています。以前に送付している接
種券をお使い下さい。

12月以降、接種可能時期に合わせて順次郵送します。

４回目用の接種券が発行され
ていない方

９月に案内通知と接種券
を送付しています。

９月に案内通知のみ送付
しています。４回目用の
接種券をお使いください。

※令和４年12月以降の
　日程については、決まり
　次第お知らせします。

（R４.９.20 時点）
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　令和３年度は、2,524件　合計42,755,000円のご寄付をいただきました。このうち返礼品等必要経
費を除いた19,182,176円（内運用収益141,773円）を、ふるさと曽爾村元気推進基金に積み立てを行い
ました。この基金は、寄付していただいた方々の意向を反映した事業を行う際に、取り崩して活用さ
せていただきます。

○起業等人材育成支援補助金・・・2,334,000円
　曽爾村内においての起業の創出と定住促進を図るため、起業者に対し事業に要す
る経費の一部を支援しています。令和３年度は２件が新たに起業しました。また、
昨年から引き続き２件の起業支援を行いました。

ふるさと納税（寄付金）の使い道

寄付者希望事業 件数（％） 事業別寄付金額（％）
《令和３年度ふるさと納税（寄付金）の内訳》

１
２
３
４
５
６
７

自然環境・景観の保護
村長に一任
若者定住の促進
住民福祉の向上
伝統文化の継承
産業の振興
未選択
　　合　　　　計

1,098
656
282
182
169
129
8

2,524

43.5
26.0
11.2
7.2
6.7
5.1
0.3

100.0

40.5
30.7
11.4
6.1
5.8
4.9
0.6

100.0

17,314,000円
13,129,000円
4,855,000円
2,594,000円
2,464,000円
2,120,000円
279,000円

42,755,000円

〔令和３年度末ふるさと曽爾村元気推進基金現在高　243,993,131円〕

ふるさと曽爾村元気推進基金で令和３年度に取り組んだ事業ふるさと曽爾村元気推進基金で令和３年度に取り組んだ事業

使い道  その１  　若者定住の促進（企画課)

○災害対策備蓄品購入事業・・・174,012円
　大規模災害に備えて、災害に強い村づくりを推
進することを目的に防災備蓄品を購入しました。
防災備蓄品の購入にあたっては、災害発生時の救
助活動に必要となる防災資機材のほか、避難所等
で必要な食料及び生活用品等の計画的な備蓄に取
り組んでいます。令和３年度は携帯用浄水器及び
フィルターを100セット購入しました。

使い道  その３  　住民福祉の向上（総務課)

○新エネルギー導入事業補助金（薪ストーブ設置補助）・・・150,000円
　平成30年度より村内における未利用の間伐材等を活した、木質バイオマスの利用
促進を図るため、薪ストーブ設置にかかる経費の一部を補助しています。令和３年
度の導入は１件補助を行いました。

使い道 産業の振興（企画課)使い道  その２  　産業の振興（企画課)

携帯用浄水器携帯用浄水器
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　旧善意銀行の事務は、曽爾村社会福祉協議会で取り扱ってきましたが、令和３年４月から名称を善
意寄附金に改め、曽爾村役場で事務を取り扱うこととなり、その尊い善意をより幅広く活用させてい
ただく理由から、曽爾村地域振興基金に積み立てて、社会福祉活動促進のために活用させていただく
ことになりました。
　なお令和３年度は、25件、合計663,004円のご寄附を頂戴いたしました。

①歳末激励金等事業（曽爾村社会福祉協議会 ）・・236,360円
　社会福祉協議会が実施する75歳以上独居高齢者の方への激励金財源の一部として助成をおこないま
した。
②火災報知器設置事業（総務課）・・・・・・・・・1,475,850円
　村内の世帯へ火災報知器を配布させていただきました。
③AED購入（総務課、教育委員会）・・・・・・・・・670,202円
　曽爾村児童館、曽爾ふれあいセンター、旧曽爾小学校、曽爾小中学校へAEDを設置させていただき
ました。

上記事業に対し、合計6,760,030円を使用させて頂きました。

○曽爾高原管理委託料・・・4,102,018円
　秋のシーズンには約40万人が訪れるススキの
名所曽爾高原ですが、近年ススキの生育不良が
注視され、一面に金色の穂が広がる名物の景色
が危機に瀕しています。原因は、異常気象・観
光客の踏み入れ・獣害等様々な要因が考えられ
ます。
　このことから、ススキの植栽や観光客の立入
制限、山焼きなどの保全活動の強化など、一面
に広がるススキの草原復活のための対策事業の
財源として活用させていただきました。
　また、曽爾高原保全事業として、ススキの植
え替え作業（1,000㎡）や肥料散布（３ha）についても取組を行いました。さらに令和
３年10月に、国立曽爾青少年自然の家にて「曽爾高原の未来を考えるシンポジウム」
を開催し、ススキの生育状況・茅葺きの需要についてのトークイベントや曽爾高原
の散策などを行いました。約40名の方に参加いただき関係人口の創出・拡大を図り
ました。

使い道  その４  　自然環境・景観の保護（企画課)

曽爾高原シンポジウムの様子

「曽爾の獅子舞」郷土芸能発表会の中止について
　新型コロナウイルスの影響に伴う観覧者等の安全面を考慮し、10月９日（日）に開催を予定しておりまし
た郷土芸能発表会の中止を決定いたしました。

曽爾村郷土芸能を守る会

善意寄附金の使い道について善意寄附金の使い道について

曽爾村地域振興基金の内、合計2,382,412円を使用させていただきました。

《令和３年度に善意寄附金を活用させていただきました事業について》《令和３年度に善意寄附金を活用させていただきました事業について》
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　コミュニティ助成事業は、コミュニティの健全な発展を図るため、
財団法人自治総合センターが宝くじの収入を財源として行っています。
　今年度曽爾村では、消防団活動で利用する『消防ホース』『簡易アル
ミ水槽』『ジェットシューター』を購入しました。
　この助成事業は、宝くじの社会貢献広報事業の一環として行われて
います。

コミュニティ助成事業で整備しました

　災害に強い安全・安心な村づくりの一環として住宅の耐震化を促進するため、『既存木造住宅耐震診断事業』
『既存木造住宅耐震改修事業』を実施しています。
　『耐震診断』については、耐震化を促進するための第一歩となります。村では無料で実施し、耐震化の促
進を図っていきますので、この機会に是非ご検討下さい。
　詳細な事業概要については、下記までお問い合わせ下さい。

募集受付期間は令和４年11月30日まで

　※各事業につきましては、事前に必要な手続き等がありますので、実施を希望される場合は、下記窓口ま
　　でご相談下さい。

「既存木造住宅耐震診断及び改修事業」実施者の募集について

組み立て水槽

ジェットシューター 消防ホース

　お問い合わせ先：曽爾村役場 総務課　☎ 0745-94-2101 （内線222）
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明日香養護学校
令和４年度 「第２回体験学習」のご案内

明日香養護学校
令和４年度 「第２回体験学習」のご案内

明日香養護学校
令和４年度 「第２回体験学習」のご案内

　県立明日香養護学校では、肢体不自由のある幼児児童生徒、病弱
教育対象生徒の保護者や担任に対して、本校の教育についての理解
と認識を深めていただくために体験学習を実施しています。

第２回体験学習
（対象）肢体不自由を有する年長児、小学６年生、中学３年生
　　　　及びその保護者、担任
　　　　病弱教育対象の中学３年生及びその保護者、担任
（日時）肢体不自由教育部門
　　　　　小学部　令和4年11月16日（水）13時30分～16時
　　　　　中学部　　〃　  11月30日（水）13時30分～16時
　　　　　高等部　　〃　  11月 ９日（水）13時30分～16時
　　　　病弱教育部門
　　　　　高等部　令和4年11月 ９日（水）13時30分～16時

　お問い合わせ・お申し込み先：奈良県立明日香養護学校
高市郡明日香村川原410

☎ 0744-54-3380
（担当 教育支援部）

事業をされている住民のみなさん　インボイス制度の準備はお済ですか？

　令和５年10月１日から、消費税の仕入税額控除の方式としてインボイス制度が始まります。
　インボイスを交付することができる「適格請求書発行事業者」の登録を令和５年10月１日から受けるため
には、原則として令和５年３月31日までに登録申請手続を行う必要があります。
　桜井税務署では、インボイス制度の概要や制度開始に向けて準備すべきことなど、説明会を開催していま
す。

※定員を超えた場合、説明会を追加させていただきます。

日　　時

課税事業者向け 消費税の仕組みから知りたい方向け

定　　員
場　　所

備　　考
申 込 先

15名

桜井税務署　２階　会議室

桜井税務署　法人課税部門（直通 ☎ 0744-42-3505）

説明会開催日の２日前までに事前予約をお願いします。

令和４年10月28日(金）　15時30分～ 令和４年10月26日(水)　15時30分～

令和４年11月25日(金）　15時30分～ 令和４年11月22日(火)　15時30分～
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　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合と同様に、
社会保険料控除としてその年の課税所得から控除されます。
　控除の対象となるのは、令和４年１月から12月までに納められた保険料の全額です。過去の年度分や追
納された保険料も含まれます。
　また、ご自身の保険料だけではなく、ご家族（配偶者やお子様等）の負担すべき国民年金保険料を支払っ
ている場合、その保険料も合わせて控除が受けられます。
　なお、令和４年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、年末調整や確
定申告を行うときに、領収証書など保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要となります。
　このため、令和４年１月１日から９月30日までの間に国民年金保険料を納付された方には、10月下旬か
ら11月上旬に日本年金機構から『社会保険料（国民年金保険料）控除証明書』が送られる予定ですので、申告
書の提出の際には、この証明書または領収証書を使用してください。（令和４年10月１日から12月31日ま
での間に国民年金保険料を納められた方へは、翌年の２月上旬に送られる予定です。）
　なお、ご家族（配偶者やお子様等）の負担すべき国民年金保険料を支払っている場合は、ご自身の国民年
金保険料に加え、その保険料についても控除が受けられます。
　『社会保険料（国民年金保険料）控除証明書』に関する概要、よくあるご質問等
については日本年金機構ホームページ（https://www.nenkin.go.jp/）に掲載され
る予定（令和４年10月上旬予定）ですので、ぜひご利用ください。
　また相談については、ねんきん加入者ダイヤル（☎ 0570‒003‒004）にご連絡
ください。
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など、万一のとき
にも心強い味方となる制度です。保険料は納め忘れのないようきちんと納めま
しょう。

納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！

◎行政なんでも相談所の開設
「登記・税金・年金など行政なんでも相談所」を開設します。司法書士等による法律相談も行います。相
談は、予約不要・無料・秘密厳守です。 

日　　　　時　10月21日（金）12時~15時（受付14時30分まで）
場　　　　所　榛原サンクシティ １階サンク広場（宇陀市榛原下井足49‒１）
相 談 内 容　登記・年金・保険・雇用など国の仕事についての分からないこと、
　　　　　　　身近な困りごとについて
お問い合わせ　総務省行政相談センター きくみみ奈良 ☎ 0742‒24‒1100

◎行政相談委員による行政相談
曽爾村では、毎月11日に行政相談委員による行政相談を実施しています。お気軽にご利用ください。

10月17日（月）から23日（日）までの１週間は行政相談週間です

　お問い合わせ先：曽爾村役場 住民生活課 国民年金係　☎ 0745-94-2102

年金手帳
年金手帳
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　中小企業退職金共済（中退共）制度は、中小企業の事業主が、従業員の退職金を計画的に準備できる国の
退職金制度です。国からの掛金助成があり、掛金は全額非課税で手数料もかかりません。家族従業員やパー
トタイマーも加入できます。
※詳しくは、ホームページをご覧ください。

中小企業の退職金　国の制度がサポートします！

　県下各ハローワークでは、就職を希望する障害のある方を対象とした就職面接会を開催します。
　面接会に参加希望の方は、事前にハローワークでの求職登録・職業相談・紹介状の発行が必要です。会場
での面接人数に達した場合は応募締切となりますので、応募を希望される方はお早めに最寄りのハローワー
クで相談の上、必ず面接時間の指定を受けてください。また、面接会当日は、履歴書及びハローワークの紹
介状をご持参ください。
　なお、参加企業などの情報については、最寄りのハローワークにお問い合わせください。

【中南和会場】
　日 時：令和４年11月２日（水）　13：00~15：30
　場 所：奈良県産業会館（大和高田市幸町２番33号）

ハローワークしょうがいしゃ就職面接会のごあんない

　様々な事情から保護者と「ともに暮らす」ことが難しい子ども達。奈良県でも300名を超える子ども達が、
保護者の元を離れて施設や「里親」と呼ばれる家庭で暮らしています。
　子どもたちを取り巻く現状を多くの方に知っていただき、里親養育の担い手を増やすため、センターてん
りでは、毎月第２日曜日の午前中に、里親制度に関する説明会を開催しております。申込みは無料です。
　あなたの家庭のぬくもりを子どもたちに！ ご連絡お待ちしております。

10月は里親月間です！

　お問い合わせ先：中退共本部　☎ 03-6907-1234

　お問い合わせ先：桜井公共職業安定所 求人・専門相談部門　☎ 0744-45-0112・FAX 0744-45-3990

　お問い合わせ先：　　　　　　　　　　　　　　　
奈良県里親支援機関 児童家庭支援センターてんり

天理市別所町715‒3　☎ 0743-85-5567
メール foster-support@welfaretenri.com
HP http://nara-satooya.com/　　　　

曽爾村役場 保健福祉課



18広報　曽爾　令和4年10月号

１．開催日時・会場
【休日相談会】
〈相談会①〉
日　時：令和４年10月16日（日） 13：30~16：00
場　所：奈良県産業会館（大和高田市幸町２‒33）

【夜間相談会】
日　時：令和４年10月13日（木） 18：30~20：30
場　所：奈良県文化会館（奈良市登大路町６-２）
２．概　要　弁護士、大学教授などの「公益委員」、労働組合の役員などの「労働者委員」、会社役員、企業
　　　　　　経営者などの「使用者委員」の３名の労働委員会委員が相談員となり、労働条件その他労働関
　　　　　　係に関する相談（募集採用などの相談は対象外）をお受けします。一人30分程度です。
３．費　用　無料（全会場）
４．対　象　①県内在住または在勤の労働者　②県内に事業所のある事業主
５．申込み　要予約

〈相談会②〉
日　時：令和４年10月23日（日） 13：30~16：00
場　所：奈良県文化会館（奈良市登大路町６‒２）　

　（公財）なら担い手・農地サポートセンターでは、農地の出し手（貸したい方）から農地を借り受け、受け手（借
りたい方）にマッチングします。

募集期間
出し手（貸したい方）：随時受付
受け手（借りたい方）：随時受付し、年12回（毎月）公表します。
対象農地：市街化区域以外の区域にある農地
※センターが農地を借り受ける条件は、農地として利用が
困難でないこと、十分な受け手が見込めることです。
※受け手の氏名・希望地区等をインターネットで公表しま
す。公表は、年12回（毎月）行います。

農地を貸したい方、借りたい方を募集！！

　あなたの身の回りで、こんなことはありませんか。交通事故、傷害、窃盗、詐欺等の被害に遭ったのに、
あるいは、犯罪を告訴・告発したのに、検察官が犯人を裁判にかけてくれない！そんな時は、検察審査会事
務局に申し立てをしてください。
　検察審査会は、20歳以上で選挙権を有する国民の中からくじで選ばれた11人の検察審査員が、検察官が
被疑者（犯罪の嫌疑を受けている人）を裁判にかけなかった不起訴処分の良し悪しを審査する機関です。
　審査をした結果、さらに詳しく捜査すべきである（不起訴不当）、または起訴をするべきである（起訴相当）
という議決があった場合には、検察官は、事件を再検討します。
　このように、その結果によっては、裁判にかけられなかった事件を、裁判で審理するように請求できる公
的機関で、犯罪の被害に遭った人や犯罪を告訴・告発をした人からの申し立てを受けて審査を始めます。
　審査の申し立てや相談の費用は、無料です。秘密も固く守られます。
　詳しくは、葛城検察審査会事務局にお問い合わせください。

検察審査会をご存知ですか

～休日・夜間労働相談会の開催～

お問い合わせ先：公益財団法人なら担い手・農地サポートセンター（農地中間管理機構）
　　　　　　　　〒634-0065 橿原市畝傍町53番地　☎ 0744-21-5020
　　　　　　　　HP：http://www.nara-ninanou.sakura.ne.jp/
なら担い手・農地サポートセンターは、法律に基づき県知事の指定を受けた公的機関です。
安心してご利用ください。

お問い合わせ先：奈良地方裁判所葛城支部 葛城検察審査会事務局（大和高田市役所の真向かい）
　　　　　　　　〒635-8502 大和高田市大中101‒4　☎ 0745-53-1012（代表）

職場のお悩み
ご相談ください

　お問い合わせ先：奈良県労働委員会事務局　☎ 0742-20-4431
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　患者等搬送事業所に従事する乗務員の方に必要な応急手当に関する知識及び技能を適正に維持することを
目的とした「患者等搬送乗務員定期講習」を次の日程で開催します。
　なお、新型コロナウイルス感染拡大の状況により会場の変更又は中止となる場合があります。
【定期講習】
①日時：令和４年11月15日（火） ９時00分~12時00分
②日時：令和４年11月25日（金） 13時30分~16時30分
　場所：奈良市防災センター　奈良市八条５丁目404‒１
③日時：令和４年11月17日（木） 13時30分~16時30分
　場所：奈良県広域消防組合 天理消防署　天理市富堂町10‒３
④日時：令和４年11月30日（水） ９時00分~12時00分
　場所：奈良県広域消防組合 五條消防署　五條市今井４‒３-23
※令和２年度以降に基礎講習又は定期講習を受講された方が対象。
　２年以内に１回以上受講することで認定は継続されます。
※期限切れに注意してください。
※定期講習は各日定員20名まで。

【受付期間】
令和４年10月３日（月）~令和４年10月31日（月）
平日 ８時30分~17時00分

【対象者および費用】
①奈良県広域消防組合の認定を受けている患者等搬送事業所の従業員
②奈良県広域消防組合に患者等搬送事業所としての認定申請を予定している方及びその従業員
③受講料無料（テキスト代別）

【申込方法】
６ヶ月以内に撮影した、脱帽、正面、上半身の写真（縦３㎝×横2.5㎝）を２枚持参し、最寄りの消防署で
申し込みを行ってください。

患者等搬送乗務員定期講習のご案内

　お問い合わせ先：奈良県広域消防組合 宇陀消防署　☎ 0745-82-3199

詳しくは、自衛隊天理募集案内所　☎ 0743-63-2540 までお問い合わせください。
ホームページ：http://www.mod.go.jp/pco/nara　e-mail：tenrisyo01@rct.gsdf.mod.go.jp

自 衛 官 等 募 集 案 内

種　　目 資　　格 受付期間 試 験 日

高卒（見込含）２１歳未満の男女

男子中卒（見込含）で、１７歳未
満の成績優秀且つ生徒会活動
等に顕著な実績を納め､学校長
が推薦できる者
中卒（見込含）
１７歳未満の男子

大学の理学部、工学部の３・４
年次又は、大学院（専門職大学
院を除く）
修士課程在学（正規の修業年限
を終わる年の４月１日現在で２６
歳未満（大学院修士課程在学者
は２８歳未満））

自 衛 官 候 補 生

推薦

一般

陸 上 自 衛 隊
高 等 工 科
学 校 生 徒

賃 貸 学 生
（技術）

１８歳以上３３歳未満の者
防 衛 大 学 校 学 生

（一般）

受付時にご連絡します。
１次 １１月５日・６日
２次 １２月６日～１０日（内１日）

１次 ５年１月１４日
２次 ５年１月２８日

７月１日～ 10月26日

６月１日～ 11月11日

10月１日～ 12月２日

10月１日～
５年１月６日

１２月３日

５年１月５日～７日

随　　時
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ほけん事業予定表（10月）

広報

10月号
令和4年10月1日発行
（通巻 612号）

大字別（令和4年9月1日現在）

高齢者クラブ活動
（全て １３：３０～）

（令和4年9月1日現在）

１，３41人
（－4）
６１７人
（－2）
７２４人
（－2）

６６４世帯
（－4）

人　口
　
男
　
女
　

世帯数

山粕

掛

長野

小長尾

今井

塩井

葛

太良路

伊賀見

１７3（±０）   ９7（±０）

１０6（±０）   ５6（±０）

１６2（－1）   ７7（－1）

１１6（±０）   ４７（±０）

１８6（±０）   ８8（±０）

８4（±０）   ４5（±０）

１１2（±０）   ５0（±０）

９4（±０）   ５3（±０）

３08（－3） １５1（－3）

人口 世帯

手 芸
陶 芸
民 踊
舞 踊

　
己書幸座

•発行　曽爾村役場
•編集　総務課
 〒633-1212
 奈良県宇陀郡曽爾村大
 字今井495-1
 TEL 0745-94-2101
 FAX 0745-94-2066
•印刷
 株式会社 伊和新聞社
•広報曽爾題字
 故 清水公照（第207世
 第208世 東大寺別当）

月１回    ㊎
休    止    中    
第２・第４ ㊊
第２・第４ ㊋

　
第２       ㊌

対象者 場所・内容等事業名 実施日 時間

新型コロナ
ウイルスワク
チン予防接種

のびのび広場

宇陀郡一日
こども相 談

集 団 健 診

○集合場所：曽爾村役場　　　　　
○行き先：“MIND TRAIL”のコー 
　　　　　スを歩きます
※雨天の場合は役場内で体操をします。

○場所：老人福祉センター
○内容：特定健診、肝炎ウイルス検
　　　　査、前立腺がん検診
○持ち物：特定健診受診券、問診票
　　　　　費用
※予約制です。指定された日時にお
　越し下さい。

10月 １日（土）

10月13日（木）

8：45
　～11：00

10月19日（水）13:00集合

10:00
　～11:00

9:00～

10:30
　～16:00

1歳のお誕生日、お
めでとうございます！1歳のお誕生日、お
めでとうございます！

1歳のお誕生日、お
めでとうございます！広報誌デ

ビュー!

　
大
字 

太
良
路

菱
川
　 

万
護
く
ん
　
令
和
３
年
10
月
13
日
生

元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
！　
　

  

お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん
よ
り

ひ
し
か
わ

ま
も
る

※個人情報については、希望された方のみ掲載しています。

一般利用団体活動
（１０：００～）

おのれしょこうざ

申し込まれた方

申し込まれた方

申し込まれた方

健康
ウォーキング

○場所：保育園
○内容：こどものけがや病気について
○スタッフ：保育士、保健師

○場所：老人福祉センター
○内容：療育手帳の判定
※予約制です。

○場所：曽爾村国保診療所
○持ち物：接種券一体型予診票、健
　　　　　康保険証、案内通知　　
※予約制です。指定された日時にお
　越し下さい。

10月21日（金）

10月29日（土）

未 入 園 児 と
保 護 者

どなたでもOK

出生おめでとうございます出生おめでとうございます出生おめでとうございます

（父） 立花 弘晶 さん
（母） 立花 優子 さん
（父） 中西  　実　 さん
（母） 中西  八千代 さん

作 業 名：曽爾高原ヤッキリ焼き
作業内容：山焼きの為の防火帯の刈り草焼き作業
日　　時：令和４年10月29日（土）　８：00集合
　　　　　［予備日］ １０月３０日（日）・１１月３日（木・祝）・１１月 ５日（土）・１１月 ６日（日）
　　　　　雨天順延（順延の場合は防災無線にて連絡致します）
集合場所：ファームガーデン駐車場
持 ち 物：鎌、火消し棒、地下足袋、お弁当、お茶、タオル、マスク、ゴーグルなど
　※多くの皆様のご参加お願いします。
お問い合わせ先： 曽爾高原を守る会事務局　☎ 0745-94-2106

ヤッキリ焼きの実施について

大字太良路
中西 ひなちゃん
令和4年8月２2日生




